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環
境
省
は
、　

世
紀
の
負
の
遺
産

２０

で
あ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
「
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措
法
）
に
基
づ
き
、
平

成　

年
ま
で
に
無
く
す
た
め
の
政
策

２８
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

環境省から
ＰＣＢ処理事業の
拡大要請がありました。

　現在、環境事業団が北海道内のＰＣＢ廃棄物を対象と 
した処理事業を室蘭市内で進めていますが、昨年11月14 
日、環境省からまだ処理事業が決まっていない地域のＰ 
ＣＢ廃棄物について、処理を室蘭市で行う事業で受け入 
れてほしいとの要請がありました。

要
請
内
容
の
要
旨

○
東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
、
北

　

陸
地
域　

県
の
広
域
的
処
理
施

１５

　

設
の
立
地
を
目
指
し
、
鋭
意
努

　

力
を
重
ね
た
が
立
地
の
め
ど
が

　

立
た
な
い
。

○
事
業
が
先
行
す
る
東
京
都
、
豊

　

田
市
、
大
阪
市
の
処
理
施
設
で

　

の
受
け
入
れ
は
用
地
等
の
制
約

　

で
困
難
。

○
一
刻
も
早
く
全
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

　

棄
物
処
理
を
確
実
に
す
る
こ
と

　

が
必
要
で
あ
り
、
東
北
、
北
関

　

東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域　

県
１５

　

も
北
海
道
事
業
で
の
処
理
を
強

　

く
要
望
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
室
蘭
の
持
つ

「
も
の
づ
く
り
の
マ
チ
」
と
し
て
培

わ
れ
て
き
た
高
度
な
技
術
力
・
人
材
、

港
、
研
究
機
能
を
広
域
処
理
の
立
地

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

　

拡
大
後
の
広
域
処
理
事
業
の
推
進

に
当
た
っ
て
も
、
環
境
保
全
や
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
。

　

と
の
要
旨
で
北
海
道
と
室
蘭
市
に

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

室
蘭
市
の
考
え
方
・

今
後
の
方
針

　

今
回
の
事
業
対
象
地
域
の
拡
大
要

請
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
皆

さ
ん
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
北
海
道

事
業
の
前
提
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
、

国
の
要
請
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
情
報
提

供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
、
本
市
と
同
様
に
要
請
を
受
け
た

北
海
道
と
も
連
携
し
、
専
門
家
な
ど

の
意
見
も
参
考
に
し
て
確
実
か
つ
安

全
な
処
理
を
基
本
と
し
て
、
地
域
振

興
策
な
ど
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
事
業
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
理
を
平
成　

年
か
ら
開
始
し
、　

１８

２７

年
３
月
ま
で
に
処
理
す
る
計
画
な
の

で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
る
と
来

年
度
に
は
設
計
業
務
に
着
手
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
月
中
に
は

一
定
の
判
断
を
し
て
、
そ
の
後
の
市

民
説
明
会
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
遅
く

て
も
３
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
拡
大
要
請
に
つ
い
て
の
情

報
、
市
民
説
明
会
の
内
容
は
室
蘭
市

http:

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
産
業
（      

//w
w
w
.city.m

uroran.hokkaido.jp/

   
 
 
       
                    

kankyou/index.htm
l

                 
 
）
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年　

月　

・　

日
に
開

１１

２８

２９

催
し
た
説
明
会
の
資
料
と
議
事
録
を

企
画
課
、
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
い
ま
す
。

ご 意 見 寄 せ く だ さ い お を 

　ＰＣＢ廃棄物処理事業の拡大について、皆さんの意見をお待ちし 
ています。
　ご意見は１月１５日までに、企画課［環境産業推進］まで、Ｅメー 
ル、ファクス、郵送などでお寄せください。

《詳細》
市・企画課環境産業推進担当
〒051-8511　幸町１‐２
�○２５ ２７０４　ファクス○２４ ７６０１
Ｅメール kikaku-ei@city.muroran.hokkaido.jp

ＰＣＢ処理事業の拡大要請についての
市民説明会



３３

　

北
海
道
と
室
蘭
市
の
共
催
に
よ
る
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
の
拡
大
要
請
に
つ

い
て
の
市
民
説
明
会
を　

月　

・　
 

１１

２８
２９

日
、
環
境
省
、
環
境
事
業
団
が
説
明

者
と
し
て
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
説
明
会
の
中
で
、
東
北
、
北

関
東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域　

県
の

１５

検
討
経
過
、
収
集
運
搬
の
リ
ス
ク
・

安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
説
明
会

主
○
処
理
施
設
立
地
が
決
ま
ら
な
い　
１５

　

県
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

・
東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
で
は
宮

　

城
県
、
新
潟
県
に
お
い
て
複
数
の

　

自
治
体
に
誘
致
を
打
診
す
る
な
ど

　

県
内
立
地
を
検
討
し
て
き
た
が
、

　

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど

　

の
理
由
に
よ
り
、
立
地
の
め
ど
が

　

立
っ
て
い
な
い
。
北
陸
に
つ
い
て

　

は
処
理
す
べ
き
Ｐ
Ｃ
Ｂ
量
が
少
な

　

く
単
独
で
処
理
体
制
を
組
め
な
い
。

　

そ
の
後
、
国
と
関
係
県
で
立
地
に

　

つ
い
て
鋭
意
努
力
を
続
け
た
が
め

　

ど
が
立
っ
て
い
な
い
。（
環
境
省
）

○
処
理
規
模
が
拡
大
し
た
場
合
の
安

　

全
性
に
つ
い
て

・
処
理
の
安
全
性
・
確
実
性
が
確
認

　

さ
れ
た
処
理
方
式
の
選
定
、
情
報

　

公
開
型
の
施
設
建
設
、
リ
ス
ク
マ

　

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
危
機
管
理
）
の
考

　

え
方
に
た
っ
た
多
重
な
安
全
対
策
、

な
質
問
と
回
答

　

様
々
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
安
全

　

設
計
等
に
よ
り
安
全
性
の
確
保
を

　

図
る
。　
　
　
  
（
環
境
事
業
団
）

○
収
集
運
搬
の
リ
ス
ク
、安
全
対
策

　

に
つ
い
て

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
環
境
中
へ
の
漏
え
い
防

　

止
を
第
一
に
、
運
搬
容
器
や
転
倒

　

防
止
な
ど
の
技
術
的
方
法
や
運
転

　

手
教
育
、
事
故
時
の
措
置
、
連
絡

　

体
制
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
定
め

　

た
収
集
運
搬
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

　

定
し
安
全
を
確
保
す
る
。（

環
境
省
）

○
受
け
入
れ
に
伴
う
国
か
ら
の
支
援

　

策
に
つ
い
て

・
意
見
と
し
て
環
境
産
業
の
育
成
が

　

あ
る
。
環
境
省
と
し
て
協
力
で
き

　

る
具
体
的
な
も
の
を
聞
い
て
い
な

　

い
が
、
具
体
化
に
向
け
て
努
力
し

　

て
い
き
た
い
。　
　
  
（
環
境
省
）

○
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
責
任
に

　

つ
い
て

・
事
故
の
原
因
者
が
責
任
を
取
る
こ

　

と
が
原
則
だ
が
、
事
故
の
内
容
に

　

よ
っ
て
は
、
処
理
事
業
全
体
を
国

　

は
統
括
す
る
立
場
か
ら
関
係
機
関

　

の
調
整
を
行
う
な
ど
、
速
や
か
な

　

対
応
を
と
り
た
い
。  
（
環
境
省
）

○
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
判
断
時
期

　

に
つ
い
て

・
道
内
分
の
処
理
を
開
始
す
る
平
成

　
　

年　

月
か
ら
逆
算
す
る
と
、
目

１８

１０

　

安
と
し
て
遅
く
て
も
今
年
度
内
に

　

回
答
し
た
い
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

　

を
聞
い
た
中
で
室
蘭
市
と
協
議
し

　

な
が
ら
、
道
と
し
て
総
合
的
に
判

　

断
す
る
。　
　
　
　
  
（
北
海
道
）

・
道
外
分
は
基
本
的
な
部
分
が
変
わ

　

る
の
で
説
明
が
必
要
。
今
後
、
市

　

民
意
見
、
環
境
産
業
の
推
進
も
考

　

慮
し
、
議
会
論
議
を
踏
ま
え
て
判

　

断
す
る
。　
　
　
　
  
（
室
蘭
市
）

　

処
理
量
が
増
え
る
こ
と
へ
の
不
安

感
や
、
拡
大
に
つ
い
て
は
道
民
の
意

見
を
広
く
聞
く
こ
と
、
道
外
か
ら
の

持
ち
込
み
へ
の
反
対
・
賛
成
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

○
各
地
区
の
連
合
町
内
会
で
説
明
し

　

て
、
同
意
を
得
て
か
ら
判
断
す
る

　

べ
き
。

○
道
外
分
の
受
け
入
れ
で
も
、
道
は

　

道
民
の
意
見
を
広
く
求
め
る
べ
き
。

○
道
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
も
ま
だ
具
体
化

　

し
て
い
な
い
の
に
、
道
外
分
の
受

　

け
入
れ
は
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
反

　

対
。

○
化
学
処
理
施
設
の
規
模
が
、
こ
れ

　

ま
で
の
処
理
施
設
よ
り
は
る
か
に

　

大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

　

技
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か

　

不
安
が
あ
る
。

○
市
民
も
参
加
し
て
の
、
環
境
産
業

　

の
育
成
が
大
事
。
危
険
な
も
の
を

　

扱
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
安
全
に

　

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
、
環
境
産

　

業
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

○
賛
成
意
見
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
不
活

　

性
な
物
質
で
、
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し

　

い
も
の
で
は
な
い
。
先
行
技
術
を

　

持
っ
て
く
る
の
で
な
く
、
室
蘭
か

　

ら
発
信
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で

　

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
民
説
明
会
で
の
主
な
意
見


